
「医療機器開発における学会連携の手引き」の概要

◼ 日本医療研究開発機構（AMED）は医療機器の研究開発を様々な形で支援してきたが、治験や保険収載を迅
速化し、市場にいち早く浸透させるという観点では様々な律速段階があり、その解決は不十分

◼ 従来の医工連携は、医療従事者「個人」と企業との連携に留まっていたが、今後は医療関連「学会」との連携を深め
ることで上記の律速段階解消につながる可能性。そこで、企業との連携実績を有する医療関連学会や、学会連携に
詳しい有識者等へのヒアリングを行い、企業が学会と連携するメリットや留意点等を整理・分析

◼ ものづくり中小企業や医療分野への新規参入企業の方向けに、医療機器開発の各ステージでの学会連携のポイン
トと具体的な連携事例を「手引き」としてとりまとめた
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【手引き作成にあたり、ご助言頂いた有識者等】 （五十音順。敬称略） 【手引きの主な内容】

1. 学会連携のメリット ～どの
ステージで、どのような連携
ができるか～

2. 開発ステージに応じた学会
連携のポイント・具体的な
連携事例
①開発前段階
②臨床(治験、臨床研
究)段階
③薬事申請・承認、保険
収載段階
④上市後

3. 学会連携の契約書ひなが
た・費用のめやす

4. これからの学会連携に向け
て


